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研究成果の概要（和文）：感染症発生動向調査（NESID）の全数把握対象疾患（87疾患）の届出データの可視
化・分析システムの設計、開発、及び改良を行った。本可視化システムは、リアルタイムな感染症発生（報告）
状況把握と異常検知、週報集計時点の報告数と今後の動向予測、過去の発生動向データとその関連情報が参照で
きる感染症情報ライブラリの機能を備えたシステムとして開発を進めた。具体的には、時・人・場所の観点から
データを容易に把握できるように工夫し、過去の平均的な増加率に基づく年間累積報告数の見積値を確認できる
ようにするとともに、感染症発生動向調査やその周辺制度に関連する様々な情報を紐づけて表示する機能を実装
した。

研究成果の概要（英文）：We developed and improved the system for visualizing of infectious diseases 
surveillance data for 87 diseases for which case-based surveillance is conducted. This visualization
 system has a function of visualizing of surveillance data that allows you to grasp the status of 
infectious disease occurrence (or reporting) in real time and detect anormal situation. It also 
provides the estimated number of reports at the end of the year based on the average rate of 
increase in the past data, and surveillance-related information to assist better understanding of 
the data. The visualizing system was designed so that the data could be easily grasped from the 
viewpoint of time, person, and place. We are implementing a function to link and display various 
information related to the infectious disease and its surveillance system.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
感染症発生動向調査は法的根拠に基づくサーベイランス事業である。国内の感染症対策の基盤となる情報を収集
しており、分析及び情報提供は法的にも規定され、公衆衛生上極めて重要である。一方でサーベイランスデータ
は、医療体制の変化や受診行動の変化等の影響を受けることが知られており、その解釈には注意を要する。本研
究においては、感染症発生状況を容易に把握できるともに、バイアス等による誤った解釈を防ぐための必要な情
報を整理し、関連付けて表示する機能を実装した可視化システムの開発を行った。感染症サーベイランスデータ
の迅速かつより適切な解釈により、感染症流行時の迅速な対応と蔓延防止に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
感染症発生動向調査（NESID）は、法的根拠に基づき、全国一律に運用されているサーベイラ

ンス事業である。国内の感染症対策の基盤となる情報を収集しており、分析及び情報提供等は法
的にも規定され、公衆衛生上極めて重要である。データの解析と評価は迅速性が求められる一方
で、感染症発生動向調査の届出対象疾患の数、総届出数は年々増加傾向にあり、迅速な解析は容
易ではない。また、サーベイランスデータは、医療体制の変化や受診行動の変化等の影響を受け
ることが知られており、データの解釈には注意が必要である。本研究では、このような側面を持
つサーベイランスから得られたデータをより効果的に提供するため、発達が著しいデータ可視
化の技術を用いて、NESID における感染症の発生状況の把握と監視、異常の早期探知、データの
適切な解釈をサポートするためのシステム（感染症発生動向ダッシュボードシステム）の開発と
活用が重要である。  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、感染症発生動向調査事業により届出られたデータを、①わかりやすく可視化

して発生状況の把握を容易にする・異常に気付きやすくする、②疫学的な解析と適切な解釈をサ
ポートする機能を備えたシステム（感染症発生動向ダッシュボードシステム）を構築することで
ある。  
 
３．研究の方法 
システムは同一ネットワーク内の端末からアクセス可能な W eb ベースのシステムとした。可

視化・解析ツールの開発には、JavaScript、D3 （JS ライブラリ）、PHP、MySQL、Google Maps Api、
High Charts Api 等のプログラミング言語（またはプラットフォーム）及び、統計ソフト Rを用
いた。海外の感染症サーベイランスシステムも参考にして、我が国のサーベイランスデータにお
いて実装可能な機能の検討を行った。具体的には全数把握対象疾患（87 疾患）について、①直
近（任意の期間）の報告の疫学特性（時・場所・人）を視覚的に簡易に確認する機能、②報告数
の増加（異常）を探知する機能、③データを関連情報と紐づけて参照する機能を実装した。  
 
４．研究成果 
任意の期間の発生状況とその疫学特性を、簡単な操作により、簡易的ではあるが発生（報告）

状況を把握できるようになった。具体的には、各疾患のデータにおいて、任意の期間をマウスの
操作により簡便に選択でき、選択された期間の届出データについて、疫学 3要素である時・人・
場所のそれぞれの観点から簡易的に分析されたデータを表示されるようにした。また、詳細デー
タをラインリストとして確認できるようにした（図１）。  
 
 図１. 感染症発生動向ダッシュボードシステムの画面イメージ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異常探知については、まずは海外等でも感染症サーベイランスの異常探知に用いられている
CUSUM スコア[1]を用いることにした。時に関する情報（エピカーブ）上に赤丸で表示させるよ
うにした（図１）。しかしながら、疾患によってみるべきポイントが異なることから（例えば疾
患によっては 1例でも異常）、疾患特性を考慮した機能の実装を検討することが重要であると考
えられた。  
また、サーベイランスデータは、医療体制の変化や受診行動の変化等の影響を受けることが知

られている。検査頻度は保険制度の変更（例：保険適用の対象範囲の変更）等によっても影響を
受け、診断や届出数にも影響することが考えられる。従って、サーベイランスデータを評価する
上では、それらの情報を把握した上でデータを見ることが重要である。今回は、特定の疾患に絞
り、サーベイランス周辺制度の変更に関する情報、厚生労働通知、感染症発生動向調査の定期刊



行物（IDW R,IASR）の記事、メディア記事を整理し、報告データと関連付けて表示する機能を実
装した（図２）。今回はこの情報整理は数個の疾患に限られているが、他の疾患についても、届
出基準などサーベイランスに関連する制度の変遷などを整理し、データベースに含めることが
今後の課題のひとつである。  
  
図２. サーベイランス周辺制度の変遷等の情報をデータと紐づけて表示する機能の画面イメー
ジ（例として E型肝炎）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
感染症発生動向ダッシュボードとしては基本となる機能を備えた可視化システムを構築でき

た。一方で、疾患ごとの異常探知のアルゴリズムの検討、サーベイランスデータの有効活用のた
めの実装すべき機能等について、国内外の専門家等の意見を踏まえながら、システム改善のため
の検討を継続することが重要である。  
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